
 

 

 

 

保育実践の場に身を置き、感じ考えたことについて 

言語化し対話することで自分の実践理論を再構成していく。 

保育実践から立ち上がる問いと向き合うことが、 

「カリキュラム・マネジメント」の循環を生むことを体感する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 11月 16日 ３歳児公開保育研修会 

～保育を見よう・保育を語ろう～ 

午前中は、３歳児の保育実践を他学年や他園や研究者の先生方が参観しまし

た。保育後、実践者が D.D.を実施している間に参加者の皆さんにも小グループに

分かれて、当日の保育を通して語る D.D.に取り組んでいただきました。当日の保

育実践から感じ考えたことをそれぞれの先生方が言語化し 15分間の語り合いを

進めました。 

実践者および各グループでの語り合いから、午後の語り合いの問いを見出し、

さらに実践者も加わって小グループでの語り合いを進めていきました。ここでは

その問いを自分自身の実践に引き付け、自らの保育観についても丁寧に言語化し

ていくことに試みました。そしてこの日の研修を通して何を感じ考えたのかを改

めて言語化し、自らの学びについて捉える時間も設けました。また奈良市保育総

務課の新井雅枝先生にもご助言をいただき、研修会は一旦終了。 

第二部では「明日の保育の可能性を探る」として改めてその日の保育実践を振

り返る時間をもちました。 

みなさんご参加ありがとうございました。 

（参加者：１４名） 
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学年 公開保育
9:00～11:45       観

12:00～12:30    めぐ 語   （D.D.）

  問   立ち   

13:45～14:45  問   めぐ 語   （グループ協議）

15:00～16:00  日    振 返っ 

16:00～ （第２部） 明日    可能  探 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   が夢中      支    …

 んぐ む  興味 持ち始めた   達       日   室前 
処理     大量  んぐ  箱 入れ 木 葉や枝 土   カップ
    置   きま た。
登   く    着 身着 まま んぐ む  探 始め カップ 集
め  家 作 始めま た。仕度     室 行く気配 あ ません。
わた   大き 迷 が生じま た。手 止めさせ 仕度 させ 行くべ
き …  まま気  むま  んぐ む 探     …
  時 わた  迷  が       荷物     ぐ近く 長椅 
 置  遊 続     選択 ま た。
     わた   ぐ 仕度      促さ  った だろ  …
そ 場面 D.D.  話題     ぜそ 判断  た   言語化 よ 
 試みま た。

普段 遊  転々  た  友達 動き  わせ 何  く遊  選択   た 
  達が仕度 せず  んぐ む  探 始め    が  日 あ ま た。 
    身仕度 手早く済ませ      達  た。
  生活 流れ   あ 身仕度      必要   だ 考  わた   楽
  んだ  遊  続  や た わた が葛藤 起    ま た。悩んだ末 
 ばん そ 場  ろさせ存分  んぐ む  関わ 時間  ちま た。
 ん  必死 一     探  見   た  歓声 あ        面白
さ 感じ  た   。だ  仕度  ぐ させ    気持ち 途切れさせ よ
   遊 続     選択 た   。３０分以   んぐ む  見 め  
  達  遊  見  た瞬間  出 った だ 捉 た   。

 身仕度      き   遊
  瞬間 そ 時      
        ルール    
べき   あ     考 が払
拭 きれません。 分  た  
 があれば何  あ    わ 
    。ずっ 残 わた  中
  や や  そ わた  考 
  覚化させま た。

 

参加者のふりかえりより（抜粋） 

保育者の思いを押し付けず、子どもの気持

ちに寄り添い子ども主体で保育を行う大切

さを改めて感じることができました。 

遊びって難しい！子ども達が見つけた楽しいの一瞬をどれだけ見つ

けられるか、出会えるか。大切にしていきたいと思いました。 

語り合うこと、聞き合うことが自分にとっても、相手にとってもためにな

ることが改めて分かりました。そのようなことができる関係になるのは簡

単なことではないですが、意識していきたいと思います。 

本研修会を通して感じ考えたこと 

 

         ーみ が  場    心 ち  ー

公開保育であるということ
      何だろ  。 よ よ        考  時間だろ  。   わた  そ 思っ  たよ 
 気が  。だ     まく きた    見せ  れば     遊  盛  が が     あた よ
  計画   っ  く      た。それ  計画あ き    あ  遊ばせ ため 環境だ。
今 違 。    意味     創  が 過ご た先 今があ  。そ  今 わた が何 考     
 き   。それ     日だ。それ         まく っただろ     分 評価が気  っ  
ま 。
一        それぞれが 感じ考      出    が       考  時間  た 。
    感じ考      中   わた だった          ん あん 対応だったんだ     
 そ 考  んだ   分 考  言葉  た き 批判   受 取 れ       ま    あ 。
それぞれ 感じ考 た    差異 まま残      場                  。

他者の声を受けて（一年 の実践者の声）
協議  場。（中略）私が心揺  だ場面 何一 語 れ  った。
 みん  話   場面  身 寄せ っ 話 た方が 意味  
有 や          先生が無駄 動き       が多
 った    ご指導  だた た。（中略）私   がアドバ 
ス 対象     が悔 く たま   った。 今ま 彼  一
緒 生き きた  私     ご助言 ただく際  そん 思 
 渦巻 た。

 


